
局 部 課

3 年度

9

10

2

67% 100%

3

達成率

令和2年度 令和3年度 令和4年度

歴史的なまちなみ勉強会等の開催数

当該指標を選定した理由 協議会との協働による勉強会等の開催により、地域の機運醸成につながる

目標値の設定根拠・算出方法 魅力と賑わい向上に係る取組みとして、勉強会等を毎年3回開催する目標設定

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 3 3 3

実績値

実績値 4 3

達成率 133% 100%

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和6年度 

終了（予定）年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

修景施設整備助成件数 件

目標値 3 3 4 3

当該指標を選定した理由 修景施設整備が進むことにより、歴史的なまちなみの再生につながる

目標値の設定根拠・算出方法 修景整備助成について、毎年3件実施する目標設定

回

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

“歴史的なまちなみ再生”に向けて国の「街なみ環境整備事業」を活用し、堺市街なみ環境整備事業計画に基づいた、

町家の外観修景や道路の美装化等に向けた取組み及び地域住民による「堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会」

が行う、情報発信やイベントによる啓発活動への活動支援によりまちなみの再生を図る。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 街なみ環境整備事業修景施設整備補助事業者、堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

6

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

町家歴史館（山口家住宅及び清学院）をはじめとする町家や、妙國寺、本願寺堺別院といった多くの寺社が立地し、

歴史的風致が残る環濠エリア北部地区において、歴史文化を活かしたまちなみの再生を図ることにより、堺の魅力向上を

図る。

5

環濠エリアのうち、特に町家が多く残る北部地区の歴史的なまちなみ
対象数 単位

43

公民連携・協働事業

終了（予定）年度 令和

施策1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ (2) 環濠エリア・堺旧港の魅力の創出

ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット

環濠エリアへの来訪者数

― 目標値

平成 24

令和4年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和3年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

300.0万人(2025年度)

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 まちなみ再生事業 事業番号 017-006

担当部署名 建築都市 都市計画 都市景観

Ⅰ．基本情報

有 取組 観光客の受け入れ環境の整備推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ②歴史的なまちなみ再生・歴史的建築物の保全

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

有 現状値 182.6万人(2019年度）　 目標値

8.9

―

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠 街なみ環境整備事業制度要綱、堺市街なみ環境整備事業修景施設整備補助金交付要綱、堺市街なみ環境整備

事業協議会活動補助金交付要綱（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

堺市景観計画、堺市歴史的風致維持向上計画、堺市地域住宅等整備計画

ha



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

令和3年度

3

16,134

5,378,000

予算R4 予算

0

0

14,161

決算 当初予算 決算 当初予算

7,000

0

うち

一般財源

2 2 R4

単位区　　分 令和2年度

4

17,645

4,411,250

R4

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

　歴史的なまちなみを保全するにあたり、国の「街なみ環境整備事業」を活用し、歳出を抑えつつ、周知啓発活動や補助金を交付することにより周辺

の歴史的なまちなみとの調和に配慮した修景整備を促進し、地域の意識醸成につながることで、堺環濠都市北部地区の歴史的なまちなみ再生及び

保全に寄与している。

　また、環濠エリアの来訪者数の増加に向けて、周辺の歴史的なまちなみとの調和に配慮した修景整備を行うことで、他部局の事業とともに観光客の

受け入れ環境の整備としてKPIに寄与している。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

まちなみ修景補助については、適宜、周知啓発活動を行うとともに、事業者との円滑な調整を図りながら進めている。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響が生じているなか、修景の件数は目標を達成することができた。

今後も、まちなみ再生の機運を高める取組みを通じ、修景件数の増加を図る。

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

その他保険料
R3 決算 0 0 R3 決算

① 修景施設整備助成件数 件

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

予算 93 93 R4 予算
通信運搬費

R3 決算 0 0 決算R3

消耗品費
R3 決算 1 1 R3 決算

まちづくり協議会活動補助金

R4 予算 46 46 R4 予算

街なみ環境整備事業建物等修景

補助金

R3 決算 8,913 4,457
会場借上料

R3 決算

事業費

0

R4 予算 13,500 6,750 R4 予算 20

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

20

R3 決算

R4 予算 500 250 R4 予算

R3 決算 500 250

30,151

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 9,662 7,675 9,129 4,708 7,161

人件費  （ｂ） 12,150 15,580 17,220 17,220 15,990

受益者負担金(使用料、手数料等）　

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 23,393 28,048 35,349 26,634

令和4年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0

市債 0

決算

11,243 12,468 18,129 9,414

4,706

その他

府支出金　13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度

事務事業名

財

源

内

訳

国支出金 1,581 4,793 9,000

まちなみ再生事業 事業番号 017-006

令和4年度　事務事業評価シート（２）


